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PEMは、PEMサーバー、PEMエージェント、および PEM Webインタフェースの 3つのプライマリコン
ポーネントで構成されています。PEMエージェントは、各管理対象マシンでタスクを実行し、データベー
スサーバとオペレーティングシステムの統計を収集します。

PEMがサポートするプラットフォームとバージョンの詳細については、次の EDBウェブサイトしてくだ
さい。

https://www.enterprisedb.com/services-support/edb-supported-products-and-platforms#pem

PEMエージェントのインストール、アンインストール、またはアップグレード処理は、次の EDBウェブ
サイトしてください。

https://www.enterprisedb.com/docs/pem/latest/

このドキュメントでは、PEMエージェントを使用するために必要な情報を提供します。このガイドでは、
エージェントの基本的な登録、構成、および管理について説明します。このガイドは、次のコアセクショ
ンに分かれています。

• ** Postgres Enterprise Postgres概要**-このセクションでは、PEMアーキテクチャの概要を説明します。

• ** PEMエージェントの登録**-このセクションでは、PEMエージェントの登録に関する情報を提供
します。

• ** PEMエージェントの管理**-このセクションでは、PEMエージェントの構成と管理に関する情報
を提供します。

• ** PEMエージェントのトラブルシューティング**-このセクションでは、PEMエージェントのトラ
ブルシューティングに関する情報を提供します。

このドキュメントでは、PostgreSQLまたは EDB Postgres Advanced Serverデータベースまたは EDB Postgres
Extendedのいずれかを意味する* Postgres *を使用しています。
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第1章 PEM Architecture

Postgres Enterprise Manager（PEM）は、単一の GUIインタフェースを介してマルチプルの Postgresサー
バーをモニタおよび管理するために設計されたツール。PEMは、インフラストラクチャの次の領域をモニ
タリングできます。

Note * Postgresという用語は、PostgreSQL、EDB Postgres Advanced Server、またはEDB Postgres
Extendedのいずれかを指します。

• ホスト-1つまたは複数のサーバー（物理的または仮想）およびそれらのオペレーティングシステム。

• サーバー-ホストで実行されている PostgreSQL または EDB Postgres Advanced Server または EDB
Postgres Extended（旧称 2ndQPostgres）の 1つ以上のインスタンス。

• データベース-1つまたは複数のデータベースと、その中のスキーマオブジェクト（テーブル、イン
デックスなど）。

PEMは、多数の個々のソフトウェアコンポーネントで構成されています。個々のコンポーネントについて
以下に説明します。

• ** PEMサーバー**-PEMサーバーは、データをモニタリングするためのデータリポジトリとして、
およびエージェントとクライアントの両方が接続するサーバーとして使用されます。PEMサーバー
は、PostgreSQLのインスタンスと、モニタリングデータをストレージするための関連データベース、
およびWebサービスを提供するサーバーで構成されます。

• ** PEMエージェント**-PEMエージェントは、タスクを実行し、エージェントホストおよび監視対象
の Postgresインスタンスから PEMサーバーに統計を報告します。単一の PEMエージェントは、1つ
以上のホストに存在する Postgresのマルチプルのインストール済みインスタンスをモニタできます。

• ** PEM Webクライアント**-PEM Webインタフェースにより、Postgresサーバーを管理およびモニ
タ、PEM拡張機能を利用できます。Webインタフェースソフトウェアは PEMサーバーとともにイ
ンストールされ、サポートされているWebブラウザーを介してアクセスされます。

• ** SQL Profiler **- SQL Profilerは、PEMの SQL Profilerツールによって分析されるモニタリングデー
タとクエリープランをレコードする Postgresサーバープラグインです。これは PEMのオプショナ
ルコンポーネントですが、SQLプロファイラーツールを使用する Postgresの各インスタンスにプラ
グインをインストールする必要があります。SQLプロファイラーは、 PostgreSQLサーバーまたは
Advanced Server（PEMサーバーで管理されているものだけでなく）の EDBディストリビューショ
ンのサポートされているバージョンで使用できます。詳細およびサポートされているバージョンに
ついては、PEM SQL Profiler Configuration Guideを参照してください。

** PEMアーキテクチャ**

次のアーキテクチャ図は、PEMサーバー、クライアント、管理対象および非管理対象の Postgresサーバー
間の関係を示しています。

https://www.enterprisedb.com/docs/pem/latest/


PEM Agent User Guide,リリース 8.2.0

図 1: PEM Architecture

PEMアーキテクチャ

1.1 PEMサーバー
PEMサーバは Postgresの、クライアントにWebサービスを提供するApacheウェブサーバのインスタンス、
および PEMエージェントのインスタンスで構成されています。PEMは、サーバサイドの暗号化プラグイ
ンを使用して認証証明書を生成します。

Postgresのインスタンス（データベースサーバ）と Apacheウェブサーバ（HTTPD）のインスタンスは、同
じホスト上または別のホスト上にあってもよいです。

• ** Postgresインスタンス（データベースサーバー）-これはバックエンドデータベースサーバです。
PEMサーバーのリポジトリとして機能する pem名前付けのデータベースをホストします。 pem **
データベースには、監視対象の各ホスト、サーバー、およびデータベースから収集されたメトリック
データを格納するいくつかのスキーマが含まれています。

• ** pem **-このスキーマは PEMアプリケーションのコアです。これには、アプリケーションに必要
な構成関数、テーブル、またはビューの定義が含まれています。

• ** pemdata **-このスキーマには、監視対象データの現在の snapshotが格納されます。

• ** pemhistory **-このスキーマには、監視対象の履歴データが格納されます。

• ** Apache Web Server（HTTPD）**-PEM Webアプリケーションは、HTTPDを使用してWSGIアプ
リケーションとしてデプロイされ、クライアントにWebサービスを提供します。次のもので構成さ
れます。

4 第 1章 PEM Architecture
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図 2: PEM Server

1.1. PEMサーバー 5
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• ** Webコンテンツプレゼンテーション**-プレゼンテーションレイヤーはWebアプリケーションに
よって作成されます（例、ブラウザ、ログインページ、..）。

• ** REST API**-REST APIを使用すると、他のアプリやサービスと統合できます。

• データベースサーバーの管理/管理-CREATE、ALTER、DROPなどのデータベースサーバーの管理お
よび管理アクティビティは、管理対象サーバーと非管理対象サーバーの両方で実行できます。

• ダッシュボード/チャート生成-内部的に、Webアプリケーションにはダッシュボードとチャートを生
成する機能が含まれています。

• 管理ツール-Audit Manager、Capacity Manager、Log Manager、Postgres Expert、Postgres Log Analysis
Expert、Tuning WizardがWebアプリケーションで利用可能になりました。

• その他のツールは、管理対象サーバーまたは非管理対象サーバーで機能を提供します。

• ** SQL Profiler UIの統合**- SQL Profilerは、簡単に分析されたセッションコンテンツのトレースを
生成します。

• クエリエディタ/データビュー-クエリエディタでは、データのクエリー、編集、ビューます。

• デバッガ-デバッガはクエリのデバッグに役立ちます。

• パフォーマンス診断-パフォーマンス診断は、 Advanced Serverのパフォーマンス分析にヘルプます。

PEMバックエンドデータベースの稼動インスタンスをホストするには、専用のマシンを使用することをお
勧めします。ホストは、監視されているデータベースサーバーの数とサーバーが処理しているワークロー
ドに応じて、高レベルのデータスループットのサブジェクト場合があります。

1.2 PEMエージェント

図 3: PEM Agent

PEMエージェントは、マシンとオペレーティングシステム、およびそれらがバインドされている各 Postgres
インスタンスからのモニタリングデータの収集を担当します。各 PEMエージェントは、1台の物理的また
は仮想マシンをモニタし、局所的にマルチプル>データベース・サーバをモニタリングすることが可能で
あることができる-リモート同じシステムにインストールされ、又は-他のシステム上にインストール。ま
た、ユーザ（例、サーバーのシャットダウン、SQLプロファイラトレース、ユーザーが定義したジョブ）
によってスケジュールすることができる他のタスクを実行する責任があります。
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PEMエージェントは、PEMサーバーのインストールとともに PEMサーバーにデフォルトでインストー
ルされます。通常、PEMホスト上の PEMエージェントと呼ばれます。別途、PEMを使用して監視する
Postgresインスタンスをホスティングする他のサーバーに PEMエージェントをインストールすることもで
きます。

ローカルで監視するかリモートでモニタリングかにかかわらず、PEMエージェントは、SSL証明書ベー
スの認証を使用して、PostgreSQLの libpqを使用して PEMサーバーに接続します。Windowsの PEMエー
ジェントインストーラと Linuxの pemworker CLIは、各エージェントを PEMサーバーに登録し、必要な
証明書を生成およびインストールします。

PEMエージェントと PEM Serverの間の唯一の一方通行があることにノートしてください。PEMエージェ
ントは常に PEMサーバーに接続します。

PEMエージェントは、監視する各データベースサーバに接続できる必要があります。この接続は TCP / IP
接続（またはオプションで Unixホストの Unixドメインソケット）を介して行われ、オプションで SSLを
使用できます。ユーザは、監視対象サーバーへの接続と認証を構成する必要があります。

構成が完了すると、各エージェントは、ホストと、監視対象の各データベースサーバとデータベースに関
する統計情報やその他の情報を収集します。各情報はメトリックと呼ばれ、プローブによって収集されま
す。ほとんどのプローブは、効率のために一度にマルチプルのメトリックを収集します。収集されるメト
リックの例は次のとおりです。

• ディスク I / O統計

• ネットワーク統計

• データベースサーババージョン文字列

• データベースサーバー構成オプション（GUC）値

• テーブルアクセス統計

• テーブルとインデックスのサイズ

PEMプローブのリストは hereにあります。

デフォルトでは、データベースサーバにバインドされた PEMエージェントはOS /データベースモニタリン
グ統計を収集し、その特定のデータベースサーバのスケジュールされたタスク/ジョブを実行し、PEMサー
バーの pemデータベースにデータを保存します。

アラート処理、SNMP / SMTPスプーラー、およびNagiosスプーラーデータは、PEMサーバーの pemデータ
ベースに格納され、デフォルトで PEMホストの PEMエージェントによって処理されます。ただし、PEM
エージェントの SNMP / SMTPおよび Nagiosパラメーターを調整することにより、他の PEMエージェン
トによる処理を有効にすることができます。

これらのパラメーターの詳細については、Server Configurationを参照してください。

1.2. PEMエージェント 7
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1.3 PEM Webクライアント
PEMクライアントは、サポートされているブラウザーで実行されるWebベースのアプリケーションです。
クライアントのWebインタフェースは PEMサーバーに接続し、管理対象サーバーまたは管理対象外サー
バー、およびそれらに存在するデータベースとスキーマを直接管理できます。

クライアントでは、ダッシュボード、 Postgres Log Analysis Expert、Capacity Managerなどの機能を介して
サーバーに記録されたデータを利用する PEM機能を使用できます。

1.4 SQLプロファイラープラグイン
あなたは、すべてのサーバー上の SQLプロファイラプラグインをインストールする必要はありませんが、
あなたは、SQLプロファイラを使用したい各サーバー上のプラグインをインストールして設定する必要が
あります。監視されていない開発サーバーに SQLプロファイラーをインストールして構成することもでき
ます。アドホック使用の場合も、SQL Profilerプラグインを一時的にインストールできます。

プラグインは EDB Postgres Advanced Serverディストリビューションとともにインストールされますが、
PostgreSQLで使用するには別途インストールする必要があります。 SQL Profilerインストーラは、EDB
websiteから入手できます。

SQL Profilerは、PEMで管理されていないサーバーで使用できますが、スケジュールされたトレースを実
行するには、サーバーにプラグインをインストールし、インストールおよび構成済みの PEMエージェント
で管理する必要があります。

SQLプロファイラの使用の詳細については、PEM SQL Profiler Guideを参照してください。

8 第 1章 PEM Architecture
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第2章 Registering an Agent

各 PEMエージェントは、PEMサーバーに登録する必要があります。登録プロセスは、エージェントと通
信するためにニーズ情報を PEMサーバーに提供します。Windows用の PEMエージェントグラフィカルイ
ンストーラは、エージェントの自己登録をサポートしています。エージェントが Linuxホストにある場合、
pemworkerユーティリティを使用してエージェントを登録する必要があります。

RPMインストーラは、PEMエージェントを/usr/edb/pem/agent/binディレクトリます。エージェント
を登録するには、pemworkerユーティリティを呼び出すときに、登録の詳細とともに--register-agent

キーワードを含めます。

pemworker --register-agent

pemworkerユーティリティを呼び出すときに、コマンド文字列にコマンドラインオプションを追加します。
各オプションの後には、対応する値が続く必要があります。

Option Description
--pem-server PEMバックエンドデータベースサーバの IPアドレスを指定します。

このパラメータは必須です。
--pem-port PE Mバックエンドデータベースサーバのポートを指定します。デ

フォルト値は 5432です。
--pem-user PEMバックエンドデータベースサーバのデータベースユーザ（スー

パーユーザ特権を持つ）の名前を指定します。このパラメータは必
須です。

--pem-agent-user PEM サーバのバックエンド>データベースサーバを接続するため
に、エージェントのユーザを指定します。

--cert-path 証明書が作成されるディレクトリへの完全なパスを指定しパス。パ
スを指定しない場合、証明書は次の場所に作成されます：Linuxで
は～/ .pem Windowsでは％ APPDATA％/ pem

--config-dir 構成ファイルを見つけることができるディレクトリパスを指定しま
す。デフォルトは＆ lt; pemworkerパス> /../ etcです。

--display-name PEMブラウザツリーコントロールに表示されるエージェントのユー
ザフレンドリ名前を指定します。デフォルトはシステムのホスト名
です。

--force-registration force _registration句を含めて、指定された引数でエージェントを登
録するように PEMサーバーに指示します。この句は、既存のエー
ジェント構成をオーバーライドする場合に役立ちます。デフォルト
値は「はい」です。

--group エージェントが表示されるグループの名前。
次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Option Description
--team 監視対象のデータベースサーバにアクセスする必要がある、PEM

バックエンドデータベースサーバ上のデータベースロールの名前。
--owner エージェントを所有する PEMバックエンドデータベースサーバ上

のデータベースユーザの名前。
--allow_server_restart allow -server_restartパラメータを有効にして、PEMが監視対象サー

バーをリスタートできるようにします。デフォルト値は Trueです。
--allow-batch-probes allow-batch-pr obesパラメータを有効にして、PEMがこのエージェ

ントでバッチプローブを実行できるようにします。デフォルト値は
Falseです。

--batch-script-user バッチ/シェルスクリプトの実行に使用するオペレーティングシステ
ムユーザを指定します。デフォルト値は noneです。このパラメー
タを空白のままにした場合、または指定したユーザが存在しない場
合、スクリプトは実行されません。

--ena

ble-heartbeat-connection

enable-heartbeat- connectionパラメータを有効にして、PEMエージェ
ントとサーバー間に専用のハートビート接続を作成し、アクティブ
ステータスを更新します。デフォルト値は Falseです。

--enable-smtp enable- smtpパラメータを有効にして、PEMエージェントが PEM
サーバーに代わってメールを送信できるようにしデフォルト値は
Falseです。

--enable-snmp enable-snmpパラメータを有効にして、PEMエージェントが PEM
サーバーに代わって SNMPトラップを送信できるようにします。デ
フォルト値は Falseです。

-o 構成ファイルオプションをオーバーライドするかどうかを指定しま
す。

データベースサーバのリスタートが必要な PEM機能（監査マネージャー、ログマネージャー、チューニン
グウィザードなど）を使用する前に、まず agent.cfgファイルで allow_server_restartの値を trueに
設定する必要があります。

Note * PEM 7.11以降のバージョンがインストールされている PEMエージェントによって実
行されるシェル/バッチスクリプトを構成する場合、batch_script_userパラメータのユーザ
を指定する必要があります。スクリプトの実行には、非ルートユーザを使用することを強くお
勧めします。ルートユーザを使用すると、データセキュリティとオペレーティングシステムの
セキュリティが低下する可能性があります。ただし、ルートユーザしてスクリプトを実行して
pemagentをオリジナルの設定に復元する場合は、batch_script_userパラメータ値を rootに
設定する必要があります。

PEM_SERVER_PASSWORD 環境変数を使用して、PEM 管理ユーザーのパスワードを設定できます。
PEM_SERVER_PASSWORDが設定されていない場合、サーバーは PEMデータベースサーバーへの接続時に
PGPASSWORDまたは.pgpassファイルを使用します。

パスワードを提供しないと、パスワード認証エラーが発生します。他の必須だが省略された情報の入力を
求められます。登録が完了すると、サーバーはエージェントが正常に登録されたことを確認します。

10 第 2章 Registering an Agent
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2.1 PEMエージェント構成パラメーターの設定
PEMエージェント RPMインストーラは、/usr/edb/pem/agent/etcディレクトリに agent.cfg.sample

名前付けのサンプル構成ファイルを作成します。PEMエージェントを登録すると、pemworkerプログラム
は実際のエージェント構成ファイル（agent.cfg名前付け名前）を作成します。agent.cfgファイルを変
更して、次の設定パラメータを追加する必要があります。

heartbeat_connection = true

ca-bundle.crtファイル（認証権限）の場所も追加する必要があります。デフォルトでは、インストーラ
は agent.cfg.sampleファイルで指定された場所に ca-bundle.crtファイルを作成しファイル。サンプ
ルファイルからデフォルトのパラメータ値をコピーするか、別の場所に保存されている ca-bundle.crt

ファイルを使用する場合は、ca_fileパラメータでその値を指定します。

ca_file=/usr/libexec/libcurl-pem7/share/certs/ca-bundle.crt

次に、PEMエージェントサービスをスタートするには、プラットフォーム固有のコマンドを使用します。
サービスの名前付けは pemagentです。

RHELまたは CentOS 7.xまたは 8.xホストで、systemctlを使用してサービスをスタートします。

systemctl start pemagent

サービスは、エージェントを開始していることを確認します。エージェントが登録および起動されると、
Global Overviewダッシュボードおよび PEM Webインタフェースのオブジェクトブラウザーツリーコン
トロールに表示されます。

pemworkerユーティリティを使用してサーバーを登録する方法については、PEM Administrator’s Guideを
参照してください

2.2 root以外のユーザーアカウントを使用してPEMエージェントを登録
する

非ルートユーザアカウントを使用して PEMエージェントを登録するには、まず PEMエージェントをルー
トユーザとしてインストールする必要があります。インストール後に、（例、edb）非ルートユーザのアイ
デンティティを想定し、以下の手順を実行します。

1. .pemディレクトリと logsディレクトリを作成し、ファイルに読み取り、書き込み、実行のアクセ
ス許可を割り当てます。

mkdir /home/<edb>/.pem

mkdir /home/<edb>/.pem/logs

chmod 700 /home/<edb>/.pem

chmod 700 /home/<edb>/.pem/logs

2. PEMサーバーにエージェントを登録します。

2.1. PEMエージェント構成パラメーターの設定 11
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./pemworker --register-agent --pem-server <172.19.11.230> --pem-user <postgres> --pem-

↪→port <5432> --display-name <non_root> --cert-path /home/<edb> --config-dir /home/

↪→<edb>

The above command creates agent certificates and an agent configuration file (``agent.

↪→cfg``) in the ``/home/edb/.pem`` directory. Use the following command to assign␣

↪→read and write permissions to these files:

``chmod -R 600 /home/edb/.pem/agent*``

3. agent.cfgファイルのパラメーターを変更します。

agent_ssl_key=/home/edb/.pem/agent<id>.key

agent_ssl_crt=/home/edb/.pem/agent<id>.crt

log_location=/home/edb/.pem/worker.log

agent_log_location=/home/edb/.pem/agent.log

6. PEMダッシュボードでエージェントのステータスを確認します。

12 第 2章 Registering an Agent
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第3章 Managing a PEM Agent

以下のセクションでは、PEMエージェントの動作と管理に関する情報を提供します。

3.1 エージェント権限
デフォルトでは、PEMエージェントは、オペレーティングシステムホストの root特権とデータベースサー
バのスーパーユーザ特権でインストールされます。これらの特権により、PEMエージェントは、システム
の使用状況について監視対象ホストおよびデータベースサーバで無制限のプローブを呼び出し、情報を取
得して PEMサーバーに返すことができます。

PEMエージェントの権限が低下すると、PEM機能が低下することにノートてください。完全な機能を実
現するには、PEMエージェントを rootとして実行する必要があります。PEMエージェントがデータベー
スサーバーのサービスアカウントで実行されている場合、PEMプローブはレポートの生成に使用される統
計情報に完全にアクセスできず、機能はそのアカウントの機能に制限されます。PEMエージェントが別の
より低い特権のアカウントで実行される場合、機能はさらに制限されます。

PEMエージェントのオペレーティングシステム権限を制限すると、一部の PEMプローブは情報を結果ず、
次の機能が影響を受ける可能性があります。

Probe or Action Operating System PEM Functionality Affected
Data And Logfile Analysis Linux/ Windows Postgres Expertは完全な情報にアクセスできません。
Session Information Linux プロセスごとの統計は不完全です。
PG HBA Linux/ Windows Postgres Expertは完全な情報にアクセスできません。
Service restart functionality Linux/ Windows 監査ログマネージャー、サーバーログマネージャーロ

グ分析エキスパート、および PEMは、要求された変
更を適用できない場合があります。

Package Deployment Linux/ Windows PEMは、ダウンロードしたインストールモジュール
を実行できません。

Batch Task Windows PEMは、Windowsでスケジュールされたバッチジョ
ブを実行できません。

Collect data from server
(root access required)

Linux/ Windows スワップ使用率、CPU使用率、IO読み取り、IO書き
込みなどの列は、セッションアクティビティダッシュ
ボードに 0として表示されます。

Note * 上記のリストは包括的なものではありませんが、制限される機能の種類の概要を提供する必要があ
ります。

PEMエージェントのデータベース特権を制限すると、次の PEM機能が影響を受ける可能性があります。
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表 2: Table Title

Probe Operating System PEM Functionality Affected
Audit Log Collection Li nux/Windows PEMは PEMデータベースから空のデータを受け取り

ます。
Server Log Collection Li nux/Windows PEMはサーバーログ情報を収集できません。
Database Statistics Li nux/Windows データベース/サーバー分析ダッシュボードには、不完

全な情報が含まれます。
Session Waits/System Waits Li nux/Windows セッション/システム待機ダッシュボードには、不完全

な情報が含まれます。
Locks Information Li nux/Windows データベース/サーバー分析ダッシュボードには、不完

全な情報が含まれます。
Streaming Replication Li nux/Windows ストリーミングレプリケーションダッシュボードには

情報は表示されません。
Slony Replication Li nux/Windows データベース分析ダッシュボードのSlony関連のチャー

トには情報が表示されません。
Tablespace Size Li nux/Windows サーバー分析ダッシュボードには完全な情報は表示さ

れません。
xDB Replication Li nux/Windows PEMは xDBアラートとトラップを送信できません。

プローブは、十分な権限を持つオペレーティングシステムを検索している場合、プローブは permission

deniedエラーを結果ことができます。

プローブは、十分な権限を持つデータベースを照会された場合、プローブは permission deniedエラー
を結果か、空の値として PEMチャート又はグラフで返されたデータを表示することができます。

プローブが失敗した場合、エントリーは、プローブ、プローブが失敗した理由、そしてあなたは、問題を
解決するのにヘルプますヒントの名前が含まれているログファイルに書き込まれます。

あなたは PEMワーカーログファイルにプローブ関連 Probe Logのダッシュボードにサーバー上で発生し
たエラー、またはレビューのエラーメッセージをビューすることができます。Linuxでは、ログファイル
のデフォルトの場所は次のとおりです。

/var/log/pem/worker.log

Windows、ログ情報は Event Viewerで利用可能です。

3.2 エージェント設定
多数のユーザー設定可能なパラメーターとレジストリエントリが、PEMエージェントの動作を制御します。
一部の PEM機能を有効にするには、PEMエージェントのパラメータ設定を変更する必要がある場合があ
ります。PEMエージェント構成ファイルの値を変更した後、変更を適用するには PEMエージェントをリ
スタートする必要があります。

PEM_MAXCONNパラメータを例外、PEM機能を有効にするために変更が必要な場合を除き、EDBサポート
の専門家に相談することなく、以下にリストされている構成パラメーターまたはレジストリエントリを変
更ないことを強くお勧めします。

14 第 3章 Managing a PEM Agent
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Linuxシステムでは、PEM構成オプションは/usr/edb/pem/agent/etcにある agent.cfgファイルに保
存されます。agent.cfgファイルには、次のエントリが含まれています。

Parameter Name Description Default Value
pem_host PEMサーバーの IPアドレスまたはホスト名。 127.0.0.1.
pem_port エージェントが PEMサーバーと通信するため

に接続するデータベースサーバポート。
Port 5432.

pem_agent PEMエージェントに割り当てられた一意の識
別子。

The first agent is ‘1’, the
second agent is‘2’, and so
on.

a gent_ssl_key PEMエージェントのキーファイルへの完全な
パス。

/root/.pem/agent.key

a gent_ssl_crt PEMエージェントの証明書ファイルへの完全
なパス。

/root/.pem/agent.crt

ag ent_flag_dir HAサポートに使用されます。別のサーバーの
モニタリングを引き継ぐための要求をチェック
するディレクトリパスを指定します。要求は、
指定されたフラグディレクトリ内のファイルの
フォームで行われます。

Not set by default.

log_level ログレベルは、PEMログファイルに書き込ま
れるイベントのタイプを指定します。

warning

log_location PE Mワーカーログファイルの場所を指定しま
す。

127.0.0.1.

agent_ log_location PEMエージェントログファイルの場所を指定
します。

/var/log/pem/agent.log

long_wait PE Mエージェントは、初期接続に失敗した場
合に PEMサーバーに接続しようとする前に待
機する最大長さ（秒単位）。

30 seconds

short_wait PEMエージェントは、プローブがキュー（実行
待ち）に隣接しているチェックする前に待機す
る時間（秒）の最小長さ。

10 seconds

a lert_threads エージェントによって生成されるアラートス
レッドの数。

Set to 1 for the agent that re-
sides on the host of the PEM
server; 0 for all other agents.

enable_smtp マルチプルの PEMエージェント（7.1 3以下）
に対して真に設定すると、より多くの重複した
電子メールを送信する場合があります。一方、
PEMエージェント（7.14以降）の場合、重複す
る電子メールの送信回数が少なくなる場合があ
ります。

true for PEM server host;
false for all others.

enable_snmp マルチプルの PEMエージェント（7.13以下）に
対して真に設定すると、より多くの重複トラッ
プが送信される場合があります。一方、PEM
エージェント（7.14以降）の場合は、より少な
い重複トラップを送信する場合があります。

true for PEM server host;
false for all others.

次のページに続く
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表 3 –前のページからの続き
Parameter Name Description Default Value
e nable_nagios 真に設定すると、Nagiosアラートが有効になり

ます。
true for PEM server host;
false for all others.

en able_webhook 真に設定すると、Webhookアラートが有効にな
ります。

true for PEM server host;
false for all others.

max_web hook_retries 失敗時に pe mAgentが webhookの呼び出しを
リトライする最大回数を設定します。

Default 3.

con nect_timeout エージェントが接続を待機する最大秒数（10進
数整数文字列）。

Not set by default; set to 0
to indicate the agent should
wait indefinitely.

allow_se rver_restart TRUEに設定すると、エージェントは、監視す
るデータベースサーバをリスタートできます。
このパラメータの値に応じて、一部の PEM機
能を有効/無効にすることができます。

False

max _connections 接続スロットルで使用されるプローブ接続の最
大数。

0 (an unlimited number)

connect ion_lifetime C onnectionLifetime（または connection_lifet
ime）を使用して、開いているがアイドル状態の
接続が保持される最小秒数を指定します。Max
Connectionsで指定された値に到達し、待機中
の要求を満たすために（異なるデータベースへ
の）新しい接続が必要な場合、このパラメータ
は無視されます。

By default, set to 0 (a con-
nection is dropped when the
connection is idle after the
agent’s processing loop).

allow_ batch_probes TRUEに設定すると、ユーザはカスタムプロー
ブ機能を使用してバッチプローブを作成できま
す。

false

heartbea t_connection TRU Eに設定すると、ハートビートの送信に専
用の接続が使用されます。

false

batc h_script_dir スクリプトファイル（アラート用）が保存され
るパスします。

/tmp

connection_ custom_setup 監視対象サーバーとの新しい接続が確立された
ときに呼び出される SQLコードを提供するた
めに使用します。

Not set by default.

ca_file CA証明書が存在するパスます。 Not set by default.
batch _script_user バッチ/シェルスクリプトの実行に使用するユー

ザの名前を指定します。
None

web hook_ssl_key webhookの SS Lクライアントキーファイルへ
の完全なパス。
NA

web hook_ssl_crt webhookの SSLクライアント証明書ファイル
への完全なパス。
NA

web hook_ssl_crl webhookサーバー証明書を検証するためのCRL
ファイルの完全なパス。

次のページに続く
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表 3 –前のページからの続き
Parameter Name Description Default Value

NA
webhoo k_ssl_ca_crt webhookの SSL ca証明書ファイルへの完全な

パス。
NA

allow_insec ure_webhooks 真に設定すると、webhookが安全でないフラグ
で呼び出せるようになります。

false

64ビットWindowsシステムでは、PEMレジストリエントリは次の場所にあります。

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Wow6432Node\EnterpriseDB\PEM\agent

レジストリには次のエントリが含まれます。

表 4: Table Title

Parameter Name Description Default Value
PEM_HOST PEMサーバーの IPアドレスまたはホスト名。 127.0.0.1.
PEM_PORT エージェントが PEMサーバーと通信するため

に接続するデータベースサーバポート。
Port 5432.

AgentID PEMエージェントに割り当てられた一意の識
別子。

The first agent is ‘1’, the
second agent is‘2’, and so
on.

AgentKeyPath PEMエージェントのキーファイルへの完全な
パス。

%A PP-
DATA%Roamingpem\
agent.key.

AgentCrtPath PEMエージェントの証明書ファイルへの完全
なパス。

%A PP-
DATA%Roamingpem\
agent.crt

AgentFlagDir HAサポートに使用されます。別のサーバーの
モニタリングを引き継ぐための要求をチェック
するディレクトリパスを指定します。要求は、
指定されたフラグディレクトリ内のファイルの
フォームで行われます。

Not set by default.

LogLevel ログレベルは、PEMログファイルに書き込ま
れるイベントのタイプを指定します。

warning

LongWait P EMエージェントは、初期接続に失敗した場
合に PEMサーバーに接続しようとする前に待
機する最大長さ（秒単位）。

30 seconds

shortWait PEMエージェントは、プローブがキュー（実行
待ち）に隣接しているチェックする前に待機す
る時間（秒）の最小長さ。

10 seconds

AlertThreads エージェントによって生成されるアラートス
レッドの数。

Set to 1 for the agent that re-
sides on the host of the PEM
server; 0 for all other agents.

次のページに続く
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表 4 –前のページからの続き
Parameter Name Description Default Value
EnableSMTP 真に設定すると、SMTPメール機能が有効にな

ります。
true for PEM server host;
false for all others.

EnableSNMP 真に設定すると、SNMPトラップ機能が有効に
なります。

true for PEM server host;
false for all others.

EnableWebhook 真に設定すると、Webhookアラートが有効にな
ります。

true for PEM server host;
false for all others.

Ma xWebhookRetries 失敗時に pemAgentが w ebhookの呼び出しを
リトライする最大回数を設定します。

Default 3.

ConnectTimeout エージェントが接続を待機する最大秒数（10進
数整数文字列）。

Not set by default; if set to
0, the agent will wait indefi-
nitely.

All owServerRestart TRUEに設定すると、エージェントは、監視す
るデータベースサーバをリスタートできます。
このパラメータの値に応じて、一部の PEM機
能を有効/無効にすることができます。

true

MaxConnections 接続スロットルで使用されるプローブ接続の最
大数。

0 (an unlimited number)

Con nectionLifetime ConnectionLifetime（または connection_lifetime
）を使用して、開いているがアイドル状態の接
続が保持される最小秒数を指定します。Max-
Connections で指定された値に到達し、待機中
の要求を満たすために（異なるデータベースへ
の）新しい接続が必要な場合、このパラメータ
は無視されます。

By default, set to 0 (a con-
nection is dropped when the
connection is idle after the
agent’s processing loop).

A llowBatchProbes TRUEに設定すると、ユーザはカスタムプロー
ブ機能を使用してバッチプローブを作成できま
す。

false

Hear tbeatConnection TRUEに設定すると、ハートビートの送信に専
用の接続が使用されます。

false

BatchScriptDir スクリプトファイル（アラート用）が保存され
るパスします。

/tmp

Connec tionCustomSetup 監視対象サーバーとの新しい接続が確立された
ときに呼び出される SQLコードを提供するた
めに使用します。

Not set by default.

ca_file CA証明書が存在するパスます。 Not set by default.
All owBatchJobSteps 真に設定すると、バッチ/シェルスクリプトは管

理ユーザアカウントを使用して実行されます。
None

WebhookSSLKey webhookの SSLクライアントキーファイルへ
の完全なパス。
NA

WebhookSSLCrt we bhookの SSLクライアント証明書ファイル
への完全なパス。
NA

次のページに続く
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表 4 –前のページからの続き
Parameter Name Description Default Value
WebhookSSLCrl webhookサーバー証明書を検証するためのCRL

ファイルの完全なパス。
NA

WebhookSSLCaCrt webhookの SSL ca証明書ファイルへの完全な
パス。
NA

AllowI nsecureWebhooks 真に設定すると、w ebhookが安全でないフラグ
で呼び出せるようになります。

false

3.3 エージェントのプロパティ
PEMエージェント Propertiesダイアログは、ダイアログが開かれた PEMエージェントに関する情報を
提供します。ダイアログを開くには、PEMクライアントツリーコントロールでエージェント名前を右ク
リックし、コンテキストメニューから Propertiesを選択します。

図 1: PEM Agent Properties dialog - General tab

[ PEMエージェントプロパティ]ダイアログ-[全般]タブ

PEMエージェント Propertiesダイアログのフィールドを使用して、PEMエージェントに関する情報を
確認または変更します。

3.3. エージェントのプロパティ 19
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• Descriptionフィールドには、PEMエージェントの変更可能な説明が表示されます。この説明は、
PEMクライアントのツリーコントロールに表示されます。

• グループを使用して、PEMクライアントツリーコントロールでサーバーとエージェントを整理でき
ます。Groupドロップダウンリストボックスを使用して、エージェントが表示されるグループを選択
します。

• Teamフィールドを使用して、エージェントによって監視されているサーバーにアクセスできるグルー
プロールの名前を指定します。このエージェントによって監視されているサーバーは、接続された
チームメンバーの PEMクライアントツリーコントロールに表示されます。これは便利な機能である
ことにノートてください。[チーム]フィールドは真の分離を提供しないため、セキュリティの目的で
使用しないでください。

• Heartbeat intervalフィールドには、PEMエージェントから PEMサーバーへのレポート間で経
過する時間の長さが表示長さます。Minutesまたは Secondsフィールドの横にあるセレクターを使
用して、間隔を変更しインターバル。

図 2: PEM Agent Properties dialog - Job Notifications tab

[ PEMエージェントプロパティ]ダイアログ- [ジョブ通知]タブ

• Job Notificationsタブのフィールドを使用して、エージェントレベルでメール通知設定を構成し
ます。

• -Override default configuration?スイッチを使用して、エージェントレベルのジョブ通知設定
でデフォルトのジョブ通知設定を上書きするかどうかを指定します。このスイッチに Yesを選択した
場合、このダイアログの残りの設定を使用して、ジョブ通知を送信するタイミングと宛先を定義でき
ます。このダイアログの残りの設定は、Override default configuration?スイッチを有効にした
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場合にのみ機能することにノートしてください。-利用 Email on job completion?スイッチジョブ
通知が成功したジョブの完了に送られるべきであるかどうかを指定します。-利用 Email on a job

failure?スイッチジョブ通知は、ジョブの失敗に送られるべきであるかどうかを指定します。-Email
groupフィールドを使用して、ジョブ通知の送信先のメールグループを指定します。

![PEM Agent Properties dialog - Agent Configurations tab](../images/pem_agent_

↪→configurations_properties.png)

[ PEMエージェントプロパティ]ダイアログ- [エージェントの構成]タブ

• Agent Configurationsタブには、エージェントの現在の構成と機能がすべて表示されます。

• -Parameter列には、パラメーターのリストが表示されます。-Value列には、対応するパラメータ
の現在の値が表示されます。-Category 列には、対応するパラメータのカテゴリが表示されます。
configurationまたは capabilityのいずれかです。
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4.1 削除されたPEMエージェントの復元
エージェントが pem.agentテーブルから削除されている場合、復元できません。エージェントを再登録す
るには、pemworkerユーティリティを使用する必要があります。

エージェントが PEM Webクライアントから削除されたが、pem.agentの値が active = fのエントリー
である場合、次の手順を使用してエージェントを復元できます。

1.次のコマンドを使用して、idおよび activeフィールドの値を確認します。

• pem=# SELECT * FROM pem.agent;

2. pem.agentテーブルでエージェントのステータスを trueに更新します。

• pem=# UPDATE pem.agent SET active=true WHERE id=<x>;

• ここで、xは、手順 1で使用されたクエリーの出力に表示された識別子です。

3. PEM Webクライアントを更新します。

削除されたエージェントが再び復元されます。ただし、その特定のエージェントにバインドされたサーバー
はダウンしているように見える場合があります。この問題を解決するには、サーバーの PEMエージェン
トプロパティを変更して、バインドされたエージェントを再度追加する必要があります。変更が成功する
と、サーバーは正常に実行されていると表示されます。

4.2 コマンドラインを使用して、ダウンまたは不明なステータスのPEM
エージェントを削除する

そのような薬剤の数がラージ場合 Down又は Unknown状態で削除 PEM剤に PEM Webインタフェースを
使用することは困難です。このようなシチュエーションでは、コマンドラインインタフェースを使用して
Downまたは Unknownエージェントを削除することができます。

1.次のクエリーを使用して、* N *時間以上 Downであるエージェントを削除します。

UPDATE pem.agent SET active=false WHERE id IN

(SELECT a.id FROM pem.agent

a JOIN pem.agent_heartbeat b ON (b.agent_id=a.id)

WHERE a.id IN

(SELECT agent_id FROM pem.agent_heartbeat WHERE (EXTRACT (HOUR FROM now())-

EXTRACT (HOUR FROM last_heartbeat)) > <N> ));
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2.次のクエリーを使用して、Unknownステータスのエージェントを削除します。

UPDATE pem.agent SET active=false WHERE id IN

(SELECT id FROM pem.agent WHERE id NOT IN

(SELECT agent_id FROM pem.agent_heartbeat));

24 第 4章 PEM Agent Troubleshooting
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